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近年、バイオ・医療・光計測・レーザー加工の分野において中赤外域である波長 2µm帯の光源

の開発が期待されている。実現に向けて、我々は単層カーボンナノチューブ(SWNT)を可飽和吸収

体とした Tm 添加、及び Tm-Ho 共添加超短パルスファイバレーザーを開発してきた[1]。しかし、

発振波長の制御や強い Kellyサイドバンドの除去といった課題が残されている。 

本研究ではその課題の実現のために、波長 2µm帯で可変性を持って機能する複屈折を用いたイ

ンライン波長フィルタを開発した。今回開発したフィルタの構成を Fig.1に示す。偏波コントロー

ラの角度調節によって、透過帯域の半値全幅を狭帯域及び広帯域に変更でき[2]、締め付け強度の

調節により透過帯域の波長

シフトを行うことができた。

フィルタは狭帯域での半値

全幅が 10nm・20nm の

Filter1 及び Filter2 の二種

類開発した。このスペクトルフィルタを Fig. 2 で示すように

SWNT を用いた Tm-Ho 共添加ファイバレーザーに挿入し、大

きな異常分散領域におけるスペクトル波形の変化を確認した。 

シミュレーションによって得た Filter2の狭帯域での特性を Fig.3

に示し、実際に開発した Filter2 を SC 光によって評価したものを

Fig.4 に示す。設計通りの特性を得ることができたことが分かる。

Filter2 を入れる前の波形との比較を Fig.5 に示す。波長 1.85µm 付

近において、半値全幅 5nmでケリーサイドバンドが除去されたス

ペクトル波形を波長制御することに成功した。 
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Fig.1 Schematic of spectral filter 

Fig.2 Experimental setup 
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